











　2017 年 8 月山村先生の訃報に接し，大変驚いた。今年いただいた年賀状に「両脚の手術が終わり，2
年間の激痛から解放された。そのうち大学の図書館に伺いたい」と書かれていたので，痛みがなくなり，
















帰のご挨拶では全教員の前で自ら癌であることを述べられた。その後，健康を回復され，2006 年 4 月
から 09 年 3 月まで総合文化研究所の所長職を全うされた。その間，私を代表とする研究グループは一
般研究甲に指定され，インドネシアとベトナムに調査に行くことができた。その研究成果を 2010 年 3
月に単行本として出版することができたので，前所長の山村先生に差し上げたいと思ったが，2009 年
11 月よりご病気による休職中で果たせなかった。






学会発表をされたと伺っている。2017 年 3 月の『和光経済』第 49 巻第 3号の論文が絶筆となった。正
に命を懸けて研究に取り組まれていた。誠に研究者としても筋を通された一生だったと感服している。
謹んで茲にご冥福をお祈り申し上げます。
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